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ABSTRAK 

 

Nurul Indah Permatasari. 2026. Analisis Metonimi Konseptual dalam Anime 

Chibi Maruko-chan Episode 847–856. Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. 

Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

Penelitian ini bertujuan untuk mengidentifikasi jenis metonimi konseptual dan 

menjelaskan mekanisme akses mental dari perspektif titik acuan (reference point) 

dalam anime Chibi Maruko-chan episode 847–856. Menggunakan metode 

kualitatif deskriptif, penelitian ini mengidentifikasi dan mengklasifikasikan 

metonimi konseptual dalam tuturan tokoh berdasarkan taksonomi Radden dan 

Kövecses (2007), serta menjelaskan proses akses mentalnya menggunakan 

perspektif reference point Langacker (1999). Data primer bersumber dari dialog 

tokoh dalam anime Chibi Maruko-chan, dikumpulkan melalui teknik simak catat. 

Hasil penelitian menunjukkan bahwa ditemukan 37 data metonimi konseptual yang 

terdiri atas 12 jenis Idealized Cognitive Models (ICM), yaitu Thing and Part ICM, 

Constitution ICM, Event ICM, Category and Member ICM, Category and Property 

ICM, Action ICM, Causation ICM, Production ICM, Control ICM, Possession ICM, 

Containment ICM, dan Location ICM. Jenis metonimi yang paling dominan adalah 

Event ICM dengan 7 data. Analisis berdasarkan perspektif reference point 

menunjukkan bahwa metonimi tidak hanya berfungsi sebagai pergantian bentuk 

bahasa, tetapi merupakan mekanisme kognitif ketika conceptualizer memanfaatkan 

entitas yang memiliki cognitive salience lebih tinggi sebagai reference point untuk 

mengakses target dalam ranah konseptual yang sama. Penelitian ini juga 

menemukan bahwa proses konseptualisasi metonimi didukung oleh mekanisme 

figure-ground, dipengaruhi oleh shared knowledge dan cultural knowledge untuk 

menentukan target yang tepat. Temuan tersebut menunjukkan bahwa dialog dalam 

anime merefleksikan penggunaan metonimi konseptual secara alami dalam 

komunikasi sehari-hari sekaligus memperluas penerapan kajian linguistik kognitif 

pada media audiovisual berbahasa Jepang. 

Kata Kunci: Metonimi Konseptual, Titik Acuan, Chibi Maruko-chan, Linguistik 

Kognitif, Anime 
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ABSTRACT 

 

Nurul Indah Permatasari. 2026. An Analysis of Conceptual Metonymy in Chibi 

Maruko-chan Episodes 847–856. Undergraduate Thesis. Japanese Language 

Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. Universitas Negeri 

Jakarta. 

This study aims to identify the types of conceptual metonymy and explain the mental 

access mechanism from the perspective of the Reference Point model in Chibi 

Maruko-chan Episodes 847–856. Employing a descriptive qualitative method, this 

study identifies and classifies conceptual metonymies found in the characters' 

utterances based on the taxonomy proposed by Radden and Kövecses (2007), and 

analyzes their mental access mechanism using Langacker's (1999) Reference Point 

model. The primary data consist of the characters' dialogues in Chibi Maruko-chan, 

collected through observation and note-taking techniques. The findings reveal 37 

instances of conceptual metonymy, which are classified into 12 types of Idealized 

Cognitive Models (ICMs): Thing and Part ICM, Constitution ICM, Event ICM, 

Category and Member ICM, Category and Property ICM, Action ICM, Causation 

ICM, Production ICM, Control ICM, Possession ICM, Containment ICM, and 

Location ICM. Among these, Event ICM is the most frequently occurring type, with 

seven instances. The analysis from the Reference Point perspective demonstrates 

that metonymy is not merely a linguistic substitution but a cognitive mechanism in 

which the conceptualizer employs a cognitively more salient entity as a reference 

point to mentally access the target within the same conceptual domain. The study 

also finds that the conceptualization of metonymy is supported by the figure-ground 

mechanism and influenced by both shared knowledge and cultural knowledge, 

which facilitate the identification of the intended target. These findings indicate that 

the dialogues in the anime naturally reflect the use of conceptual metonymy in 

everyday communication while also extending the application of cognitive 

linguistic studies to Japanese audiovisual media. 

Keywords: Conceptual Metonymy, Reference point, Chibi Maruko-chan, Cognitive 

Linguistics, Anime 
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要旨 

 

ヌルル・インダー・プルマタサリ．2026．アニメ『ちびまる子ちゃん』第

847 話～第 856 話における概念メトニミーの分析．卒業論文．ジャカルタ

国立大学言語芸術学部日本語教育学科。 

本研究の目的は、『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話における登

場人物の発話を対象として、概念メトニミーの種類を明らかにするととも

に、Reference Point（参照点）の観点からメンタルアクセスのメカニズ

ムを解明することである。本研究は記述的質的研究である。データは『ち

びまる子ちゃん』における登場人物の発話を対象とし、視聴・記録法（観

察法）によって収集した。分析では、Radden and Kövecses（2007）の概

念メトニミー分類を用いてメトニミーを分類し、Langacker（1999）の

Reference Point 理論に基づいて概念化の過程を考察した。分析の結果、

37 例の概念メトニミーが確認され、Thing and Part ICM、Constitution 

ICM、Event ICM、Category and Member ICM、Category and Property ICM、

Action ICM、Causation ICM、Production ICM、Control ICM、Possession 

ICM、Containment ICM、および Location ICM の計 12 種類の Idealized 

Cognitive Models（ICM）が認められた。その中でも、Event ICM が 7例と

最も多く確認された。Reference Point の観点からの分析では、概念メト

ニミーは単なる言語表現の置き換えではなく、Conceptualizer が認知的

顕著性（cognitive salience）の高い要素を Reference Point として利用

し、同一の概念領域（Domain）に属する Target へメンタルアクセスを行

う認知メカニズムであることが明らかとなった。また、概念化の過程には

Figure-Ground のメカニズムが関与しており、適切な Target の解釈には

Shared Knowledge および Cultural Knowledge が重要な役割を果たすこと

も確認された。以上の結果から、『ちびまる子ちゃん』の対話には、日常

的なコミュニケーションにおいて概念メトニミーが自然に用いられている

ことが示されるとともに、日本語の映像メディアを対象とした認知言語学

研究の適用可能性を広げる知見が得られた。 

キーワード：概念メトニミー、Reference Point（参照点）、『ちびまる

子ちゃん』、認知言語学、アニメ 
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アニメ『ちびまる子ちゃん』第 847 話～第 856 話における 

概念メトニミーの分析 

ジャカルタ国立大学 

Nurul Indah Permatasari 

nururuindaa@gmail.com 

概要 

 

A. 背景 

 認知言語学では、言語は単なる情報伝達の手段ではなく、人間の思考や

経験を反映する認知活動の一部であると考えられている。意味は語そのも

のに内在するものではなく、人間が世界を経験し、概念化する過程を通し

て形成される（Evans & Green, 2006）。このような立場から、比喩表現は

修辞技法としてだけではなく、人間の認知を支える概念的メカニズムとし

て捉えられている。 

 概念メトニミー（Conceptual Metonymy）は、Lakoff と Johnson（1980）

および Radden と Kövecses（2007）によって、人間の概念化を支える基

本的な認知メカニズムとして説明されている。概念メタファーが異なる概

念領域間の写像によって成立するのに対し、概念メトニミーは同一の概念

領域（Idealized Cognitive Model: ICM）内に存在する隣接関係

（contiguity）に基づき、一つの概念を手掛かりとして他の概念へアクセ

スする認知過程である。 

 Langacker（1999）は、この認知過程を Reference Point 理論によって

説明している。この理論では、話し手は認知的に顕著な要素（reference 

point）を用いて、同じ概念領域内に存在する目標概念（target）へと聞

き手を導く。また、このアクセス過程は Figure-Ground の認知組織とも

密接に関係し、認知的に際立った要素が figure として機能し、target 

は ground の中で理解される。 

 概念メトニミーは、日常会話において自然に用いられる認知現象であり、

その理解には概念間の隣接関係だけでなく、認知的アクセスの過程を明ら

かにすることが重要である。そこで本研究では、Radden と Kövecses

（2007）の分類と Langacker（1999）の Reference Point 理論を組み合

わせることにより、概念メトニミーの種類と認知的アクセスのメカニズム

を明らかにする。 

 そこで本研究では、『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話までを

対象とし、登場人物の発話に現れる概念メトニミーの種類を分類するとと

mailto:nururuindaa@gmail.com
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もに、Reference Point 理論を用いてその認知的アクセスのメカニズムを

明らかにすることを目的とする。 

 

Ｂ. 問題提供 

 本研究では、『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話を対象として、

以下の研究課題を設定する。 

1. 『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話において用いられてい

る概念メトニミーの種類を明らかにする。  

2. 『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話における概念メトニミ

ーの認知的アクセスのメカニズムを、Reference Point 理論の観点

から明らかにする。 

 

C. 本研究結果と分析 

 以下は、本研究で分析した概念メトニミーの分類結果である。 

No データ ICM 

概念メ

トニミ

ーの種

類 

Reference Point 

C R T D 

1 
アッコ

ちゃん 
TP PW まる子 アッコちゃん 

アニメ『ひみつのア

ッコちゃん』 

娯楽・フィクショ

ン 

2 ご飯 TP PW すみれ ご飯 夕食と食事の場面 食文化 

3 九州 TP WP たけお 九州 九州にある叔父の店 家族に関する地理 

4 大洋 TP WP はまじ 
大洋ホエール

ズ 

大洋ホエールズの選

手 
チームスポーツ 

5 巨人 TP WP まる子 
読売ジャイア

ンツ 

読売ジャイアンツの

選手 
チームスポーツ 

6 ガラス CO MO おじさん ガラス 家の窓 素材と物体 

7 
新ジャ

ガ 
CO MO さきこ 新じゃがいも じゃがいも料理 食文化 

8 ウナギ CO MO まる子 ウナギ うなぎ料理 外食文化 

9 おすし EV SW 
おばあち

ゃん 
寿司 家族での食事 家族の食事 

10 ノック EV SW 吉田 ノック練習 野球の練習 野球 

11 腹踊り EV SW 友蔵 腹踊り 
すみれを部屋から出

させるための作戦 
家族内のやり取り 



 

xv 
 

12 １票 EV SW まる子 一票 丸尾への支持 学級委員選挙 

13 
４月バ

カ 
EV TE さきこ 

エイプリルフ

ール 

エイプリルフールの

行事 
文化的暦 

14 
八十八

夜 
EV TE ヒロシ 

立春から八十

八日目 
新茶の収穫 伝統暦 

15 
怒るの

が趣味 
EV AP まる子 怒ること 

母親の怒りっぽい性

格 
性格 

16 
隣町の

５年生 
CM CM はまじ 

隣町の小学五

年生 
吉田と木村 

社会的アイデンテ

ィティ 

17 
清水っ

子 
CP CP まる子 清水の人 お茶好きという特徴 

文化的アイデンテ

ィティ 

18 
ミス鼻

息 
CP PC まる子 

鼻息の荒い性

格 
みぎわさん 個人の性格 

19 桜 CP PC 花輪 桜 春とその風物詩 日本の季節文化 

20 
よく動

く口 
AC IA まる子 口 

母親がよくしゃべる

こと 
発話行為 

21 腕 AC IA まる子 腕 たけおの料理の腕前 調理活動 

22 細腕 AC IA まる子 細い腕 
川掃除を手伝う能力

と行動 
身体活動 

23 

カレ

ー、絵

の具 

CA CE 山田 
カレー・絵の

具 

服についたカレーと

絵の具の汚れ 

物質と痕跡の因果

関係 

24 しわ CA EC まる子 しわ 母親がよく怒ること 感情と身体的影響 

25 

こんな

顔して

ため息 

CA EC まる子 
暗い表情とた

め息 
秀じいの感情状態 感情と身体的表出 

26 

家庭訪

問とい

うムー

ド 

CA EC まる子 
家庭訪問の雰

囲気 
先生による家庭訪問 

家庭生活と学校生

活 

27 ドリフ PR PP まる子 
ザ・ドリフタ

ーズ 
コメディ番組 娯楽・メディア 

28 
百恵ち

ゃん 
PR PP たまえ 山口百恵 

百恵が出演する『キ

ン・ドン！』 
娯楽・メディア 

29 秀樹 PR PP まる子 西城秀樹 
秀樹が出演するテレ

ビ番組 
娯楽・メディア 

 30 清水 PR PFP まる子 清水 ベスト（商品） 商業 

 31 車 CT CC 友蔵 車 運転手 交通 
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 32 名刺 PS PDP 
クラスメ

ート 
名刺 まる子 身元確認 

 33 これ CN CCN あさみ 弁当箱 食べ物 食べ物の受け渡し 

 34 
おしょ

うゆ 
CN CFC 山田 しょうゆ しょうゆのびん 買い物 

 35 

静岡の

おばあ

ちゃん

のうち 

LO PI まる子 
静岡のおばあ

ちゃんの家 
おばあちゃん 家族 

 36 清水 LO PI まる子 清水 清水の人々 
地域アイデンティ

ティ 

 37 うち LO PI まる子 家 家族 居住空間 

 

 分析の結果、概念メトニミーは登場人物の日常会話の中で自然に用いら

れており、物体、身体部位、場所、人物名、時間、出来事など、認知的に

顕著な要素が reference point として機能していた。また、メトニミー

の解釈には、話し手と聞き手が共有する文化的知識（cultural knowledge）

や共有知識（shared knowledge）が重要な役割を果たしていることが明ら

かとなった。 

 さらに、Reference Point と Figure-Ground は相互に補完しながら働

いていた。Reference Point は figure として認知的焦点となり、target 

は ground の中で理解されることによって、聞き手は自然に目的概念へア

クセスしていることが確認された。 

 

D. 結論 

 本研究では、『ちびまる子ちゃん』第 847 話から第 856 話までにおける

登場人物の発話を分析した結果、37 例の概念メトニミーが確認され、

Thing and Part ICM、Constitution ICM、Event ICM、Category and 

Member ICM、Category and Property ICM、Action ICM、Causation ICM、

Production ICM、Control ICM、Possession ICM、Containment ICM、およ

び Location ICM の 12種類の Idealized Cognitive Models（ICMs）に分

類された。その中でも Event ICM が 7例と最も多く確認され、登場人物

の発話では出来事を基盤とした概念化が最も頻繁に用いられていることが

明らかとなった。また、概念メトニミーは Whole ICM and Its Parts と 

Parts of an ICM の二つの構成に分類され、部分と全体の関係だけでなく、

因果関係、時間的関係、空間的関係、生産関係、所有関係など、多様な隣

接関係に基づく概念化が確認された。一方で、Reduction ICM、Scale ICM、

Perception ICM、Sign and Reference ICM、および Modification ICM は
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確認されず、本研究で扱ったデータでは、日常生活に密接に関わる具体的

な経験を基盤とした概念化が中心であることが示された。 

 

 Reference Point 理論の観点から分析した結果、話し手は認知的顕著性

（cognitive salience）の高い要素を reference point として選択し、

それを手掛かりとして同一の概念領域内に存在する target へと聞き手を

導いていることが明らかとなった。また、概念メトニミーの解釈には隣接

関係だけではなく、shared knowledge や cultural knowledge が重要な

役割を果たしていた。例えば、「八十八夜」「４月バカ」「清水っ子」

「ドリフ」「百恵ちゃん」などの事例では、日本文化や地域社会に関する

知識が共有されていることで、適切な target へのアクセスが可能となっ

ていた。さらに、Figure-Ground の分析からは、reference point は常に 

figure として認知的焦点となり、target は ground の中で意味づけられ

ることが確認された。すなわち、Reference Point と Figure-Ground は

相互に作用しながら概念メトニミーの認知過程を支えていることが明らか

となった。 

 

 以上の結果から、『ちびまる子ちゃん』における概念メトニミーは、単

なる修辞表現ではなく、人間が知識を効率的に組織化し、意味へアクセス

するための認知メカニズムとして機能していることが示された。また、本

研究は、日本語アニメにおける自然会話を対象として、Reference Point 

理論と Figure-Ground の観点から概念メトニミーを分析した点に特徴が

あり、日本語教育および認知言語学研究の発展に貢献する知見を提供する

ものである。
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